
今月の聖言

通 巻 第 ５ ７ ３ 号
発 行 大本東京本部
	 東京宣教センター

センター長 浅田秋彦
〒 110-0008
東京都台東区池之端 2-1-44

TEL　03-3821-3701

FAX　03-3821-5283

振替 00160-5-72625

URL http://oomoto-tokyo.com

Mail tokyohonbu@oomoto.or.jp

題字 出 口 直 日

出
口
王
仁
三
郎
聖
師

12月号・Decembro

1　　　阿づまの光

平成28年（2016）
【
金
龍
海
土
＋
リ
オ
プ
レ
ッ
ト
土
・ 

教
主
さ
ま
お
手
植
え
み
ろ
く
村
ベ
ニ
バ
ナ
釉
】

教主さまお作 灰釉茶盌 銘「紅花」

つ
く
る
な
き
愛あ

い

の
泉

い
づ
み

は
と
こ
と
は
に

生い

の

ち命
の
水み

づ

と
湧わ

き
出い

で
に
け
り

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
次
長
　
猪 

子 

　
恒

こ
の
度
、
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
１
階
の
応
接
室
が
改
修
さ
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

教
主
さ
ま
か
ら
は
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
ほ
も
と
（
東
光
苑
）」
と
お
名
前
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
光
苑
秋
季

大
祭
の
11
月
13
日
朝
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
今
、
お
筆
先
、
お
軸
、
耀
盌
「
ミ
ろ
く
」、
教
主
さ
ま
の
「
日

盌
」「
月
盌
」「
引
出
し
黒
」
な
ど
な
ど
、
歴
代
教
主
さ
ま
の
お
作
品
が
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。

直
接
の
き
っ
か
け
は
、
３
年
前
の
都
内
、
北ほ

く

と
ぴ
あ
と
、
鎌
倉
芸
術
館
の
お
作
品
展
で
す
。

関
東
に
神
さ
ま
の
大
き
な
燈
明
が
と
も
さ
れ
た
の
は
１
０
０
年
前
、
大
正
５
年
、
神
島
開
き
の
年
で
す
。

聖
師
さ
ま
は
こ
の
年
２
度
も
東
上
さ
れ
、
本
格
的
な
全
国
宣
教
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
綾
部
の
小
教
団
・

大
本
は
、「
世
の
立
替
え
立
直
し
」
を
称
え
、
教
勢
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
聖
師
さ
ま
は
『
芸
術
は
宗
教
の
母
な
り
』
を
説
か
れ
、
昭
和
３
年
に
は
『
子
は
ど
う
や
ら
育
ち

上あ
が

っ
た
ら
し
い
の
で
…
…
親
た
る
芸
術
を
育
て
ん
と
努
力
し
つ
つ
あ
る
』
と
し
て
明
光
社
（
現
在
の
楽
天
社
）

を
興
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
５
年
２
月
に
は
一
週
間
、東
京
上
野
美
術
館
で
聖
師
お
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、

『
一
般
来
場
者
１
６
、８
０
０
人
を
数
え
た
』
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
発
足
後
も
、
関
東
で
は
歴
代
教
主
さ
ま
の
お
作
品
が
、
都
内
、
近
隣
各
地
で
展
覧
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

駿
河
台
の
瓔よ

う
ら
く珞

、
日
本
橋
の
壺
中
居
、
日
本
橋
・
三
越
の
二
人
展
、
椿
山
荘
、
銀
座
の
ご
ら
く
ギ
ャ
ラ
リ
ー

な
ど
…
…
。
わ
た
く
し
に
は
、
昭
和
60
年
の
日
本
橋
・
東
急
の
耀
盌
展
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
関
西
か
ら

大
勢
の
青
年
た
ち
と
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
で
夜
行
し
、
き
ら
び
や
か
な
色
彩
の
数
々
の
耀
盌
に
、
眠
か
っ
た
目

を
一
気
に
覚
ま
さ
れ
た
鮮
烈
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

尊
師
さ
ま
は
『
神
に
通
じ
る
門
戸
と
し
て
三
つ
あ
る
』
と
し
て
、
宗
教
、
真
理
、
芸
術
を
挙
げ
、『
美
に
よ
っ

て
神
を
感
じ
る
―
―
こ
れ
は
誰
で
も
入
れ
る
』
と
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
常
時
、
歴
代
教
主
さ
ま
の
お
作
品
を
拝
見
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
と
ご
一
緒
に
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
作
品
の
光
に
包
ま
れ
、
天
国
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
ほ
も
と
（
東
光
苑
）
オ
ー
プ
ン
！

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

平
成
28
年
12
月

11
日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

※
当
日
、
天
声
社
の
出
張
販
売
が
あ
り
ま
す
。
左
の

　
亀
岡
本
社
へ
事
前
に
注
文
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
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16
日
（
金
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	

開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
０
年
）

21
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

	

大
本
公
開
講
座
（
航
空
会
館
・
新
橋
）

	

講
題

人
生
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

〜
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
〜

講
師  

出
口　

篁
（
国
内
愛
善
宣
教
課
主
事
）

	

25
日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

尊
師
毎
年
祭
（
25
年
）

平
成
29
年
１
月

１
日
（
祝
・
日
）
午
前
７
時
執
行

新
年
祭

１
日
〜
３
日(

日
〜
火)

各
日
午
前
９
時
30
分
か
ら

年
賀

７
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

東
光
苑
七
草
粥

８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
執
行

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典

18
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

21
世
紀
生
き
が
い
講
座
（
航
空
会
館
・
新
橋
）

講
題

出
口
な
お
の
預
言

〜
世
界
の
大
峠
と
立
替
え
立
直
し
〜

講
師

猪
子　

恒
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
次
長
）

19
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
執
行

聖
師
毎
年
祭
（
69
年
）
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東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
の
応
接
室
が
改
修
さ
れ
、
お

作
品
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
増
設
、
照
明
機
器
な
ど
も
充

実
し
、
11
月
13
日
の
東
光
苑
秋
季
大
祭
に
合
わ
せ
て

新
装
オ
ー
プ
ン
。
新
た
に
教
主
さ
ま
よ
り
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
お
ほ
も
と
（
東
光
苑
）」
と
ご
命
名
い
た
だ
き
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
始
め
に
、
浅
田
秋
彦
本
部
長

が
あ
い
さ
つ
。「
聖
師
さ
ま
関
東
ご
巡
教
１
０
０
周

年
の
こ
の
と
き
に
、
奇
し
く
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
ほ
も

と
（
東
光
苑
）
が
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
首

都
圏
宣
教
が
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
、
出
口
文
営
楽
天
社
代
表

が
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
申
し
ま
す
。
上
野
と

い
う
芸
術
の
地
で
、
一
般
の
大
勢
の
方
々
に
も
大
本

の
芸
術
を
見
て
い
た
だ
き
、
お
作
品
を
通
し
て
感
動

を
与
え
る
こ
と
で
、
大
本
の
精
神
、
み
教
え
を
よ
り

深
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

次
い
で
、浅
田
本
部
長
、出
口
楽
天
社
代
表
に
よ
っ

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
同
日
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
に
、
参
拝
者
ら
約
３
０
０
人
が
来
場
し
、
展

示
さ
れ
た
お
作
品
を
拝
観
し
た
。

　

新
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
開
祖
さ
ま
の
お
筆
先
を
は

じ
め
聖
師
さ
ま
の
耀
盌
４
点
、
教
主
さ
ま
の
お
茶
盌

５
点
を
含
む
、
歴
代
教
主
・
教
主
補
さ
ま
の
陶
芸
や

書
画
な
ど
18
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

光
り
輝
く
お
作
品
、
東
京
で
の
芸
術
宣
教
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ギャラリー おほもと （東光苑）

オープ
ン！

東の苑に
〝光〟耀く

教主さまお作 「月」

聖師さまお作 「ミろく」

ギャラリー おほもと（東光苑）

開 館 時 間
　９：30 〜 16：30

　無 休（作品入替えを除く）
入 場 無 料

お問合わせ・詳細は
Tel 03-3821-3701（代）

大本東京本部 東京宣教センター
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東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

平
成
28
年
12
月

11
日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

※
当
日
、
天
声
社
の
出
張
販
売
が
あ
り
ま
す
。
左
の

　
亀
岡
本
社
へ
事
前
に
注
文
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。
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16
日
（
金
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

	

開
祖
聖
誕
祭
（
１
８
０
年
）

21
日
（
水
）	

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

	

大
本
公
開
講
座
（
航
空
会
館
・
新
橋
）

	

講
題

人
生
に
と
っ
て
大
切
な
も
の

〜
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
〜

講
師  

出
口　

篁
（
国
内
愛
善
宣
教
課
主
事
）

	

25
日
（
日
）	

午
前
10
時
30
分
執
行

尊
師
毎
年
祭
（
25
年
）

平
成
29
年
１
月

１
日
（
祝
・
日
）
午
前
７
時
執
行

新
年
祭

１
日
〜
３
日(

日
〜
火)

各
日
午
前
９
時
30
分
か
ら

年
賀

７
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

東
光
苑
七
草
粥

８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
執
行

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典

18
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

21
世
紀
生
き
が
い
講
座
（
航
空
会
館
・
新
橋
）

講
題

出
口
な
お
の
預
言

〜
世
界
の
大
峠
と
立
替
え
立
直
し
〜

講
師

猪
子　

恒
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
次
長
）

19
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
執
行

聖
師
毎
年
祭
（
69
年
）

新穀に感謝し、厳粛に神饌が献ぜられた

大
本
東
京
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
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第
１
６
５
回
「
大
本
公
開
講
座
」
は
、
11
月

16
日
午
後
７
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空
会
館

で
開
催
さ
れ
、
小
藪
資
史
特
派
宣
伝
使
が
「
農

は
国
の
大た
い
ほ
ん本
〜
今
求
め
ら
れ
る
食
・
農
問
題

〜
」
と
題
し
て
講
話
し
た
。
参
加
者
は
14
人（
内
、

一
般
２
人
）。

　
講
師
は
、「
大
本
の
み
教
え
の
根
本
で
あ
る
開

祖
さ
ま
の
お
筆
先
に
、
初
期
の
頃
か
ら
お
土
の

大
切
さ
が
一
貫
し
て
示
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、

「
日
本
人
が
長
年
培
っ
て
き
た
、
お
日
さ
ま
や
お

土
さ
ま
に
感
謝
し
、
手
を
合
わ
せ
る
心
が
大
切
」

と
説
き
、
お
土
を
尊
ぶ
こ
と
は
農
を
尊
ぶ
こ
と

で
あ
り
、
ひ
い
て
は
国
風
を
守
る
こ
と
に
繋
が

る
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
で
日
本
が
揺
れ

る
今
、
農
本
主
義
、
天
産
物
自
給
自
足
の
精
神

に
立
ち
返
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
だ
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
お
土
を
拝
む
心
や
酵
素
農

法
に
つ
い
て
な
ど
、
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」、

「
自
宅
に
狭
い
土
地
が
放
っ
て
あ
る
の
で
、
お
土

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
す
ぐ
に
何
か
植
え

よ
う
と
決
め
ま
し
た
」（
信
徒
・
女
性
）
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

東
光
苑
秋
季
大
祭
・
新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三

詣
り
は
11
月
13
日
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎

主
・
出
口
文
営
大
本
楽
天
社
代
表
の
も
と
執
行

さ
れ
、
３
１
７
人
が
参
拝
し
た
。

祭
員
は
関
東
教
区
各
主
会
の
祭
務
部
長
等
、

少
年
祭
員
は
東
京
主
会
の
涌
井
三
四
郎
く
ん
と

成
田
小
巻
さ
ん
。
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、

大
本
神
諭
拝
読
は
、
嶋
貫
光
喜
福
島
主
会
長
、

添
釜
は
髙
野
社
中
が
担
当
し
た
。

祭
典
後
、
大
本
開
祖
大
祭
教
主
さ
ま
ご
あ
い

さ
つ
を
拝
聴
。
浅
田
秋
彦
本
部
長
が
少
年
祭
員

の
紹
介
と
七
五
三
詣
り
の
お
子
さ
ん
に
記
念
品

を
贈
呈
し
た
。
本
部
長
は
引
き
続
き
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
本
年
の
国
内
外
の
教
団
活
動
を
包
括

的
に
紹
介
し
た
後
、「
聖
師
さ
ま
は
神
島
開
き

の
大
正
５
年
、
２
度
も
関
東
を
ご
巡
教
に
な
り
、

以
降
、
入
信
者
が
相
次
ぎ
全
国
規
模
の
教
団
へ

東
光
苑
秋
季
大
祭

大
本
公
開
講
座

と
拡
大
し
た
」
と
、
大
本
宣
教
１
０
０
年
を
振

り
返
り
、「
こ
の
度
の
〝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
ほ
も

と
（
東
光
苑
）〟
の
新
設
は
、
首
都
か
ら
の
宣

教
に
新
た
な
光
が
射
す
」
と
期
待
を
込
め
た
。

次
い
で
『
聖
師
さ
ま
と
二
代
さ
ま
』
と
題
し

て
出
口
文
営
大
本
楽
天
社
代
表
が
記
念
講
話
。

「
晩
年
の
聖
師
さ
ま
と
二
代
さ
ま
は
、
本
当
に
仲

睦
ま
じ
い
ご
夫
婦
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

私
が
幼
い
こ
ろ
、
聖
師
さ
ま
が
作
陶
に
出
か
け

ら
れ
る
後
を
よ
く
つ
い
て
い
っ
た
こ
と
も
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
あ
る
時
、
祖
父
の
中
野

茖
水
に
、
お
若
い
頃
の
聖
師
さ
ま
の
思
い
出
を

尋
ね
る
と
、
祖
父
は
、
『
聖
師
さ
ま
は
誰
に
で

も
気
軽
に
声
を
か
け
ら
れ
る
方
で
、知
識
も
深
く
、

物
ご
と
全
て
に
造
詣
の
深
い
方
だ
っ
た
』
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
人
間
味
あ
ふ
れ
る
素
顔
の

聖
師
さ
ま
が
偲
ば
れ
ま
す
」
と
、思
い
出
を
語
っ

た
。
最
後
に
二
絃
の
会
関
東
支
部
に
よ
る
八
雲

琴
『
高
倉
山
』
が
奉
納
さ
れ
た
。

ま
た
、
直
会
後
に
は
直
心
会
千
葉
連
合
会
と

関
東
教
区
青
年
部
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
た
。

「農は国の大
たいほん

本」と題して講話す
る小藪資史特派宣伝使

二絃の会関東支部の奉納
「高倉山」

浅田本部長が少年祭員を紹介
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